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夏
目
漱
石
に
お
け
る
「
趣
味
」
の
問
題
テ
イ
ス
ト
―
価
値
判
断
の
基
盤
と
し
て
の
「
感
情
」
木
戸
浦
豊
和
は
じ
め
に
―
夏
目
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
と
「
趣
味
」
筆
者
は
、
文
学
の
「
根
本
」
を
問
う
夏
目
漱
石
の
文
学
理
論
の
試
み
を
「
文
学
の
哲
学
」
と
名
付
け
、
そ
の
理
論
の
内
実
を
検
討
し
て
き
た
。
筆
（
１
）
者
が
特
に
注
目
し
て
き
た
の
は
、『
文
学
論
』（
大
倉
書
店
、
明
治
四
〇
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
理
論
的
な
言
説
に
お
い
て
、
漱
石
が
頻
用
す
る
「
情
緒
」
や
「
感
情
」
「
同
情
」
「
同
感
」
「
感
染
」
「
感
応
」
「
投
出
」
な
ど
と
い
っ
た
一
連
の
鍵
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鍵
概
念
が
担
う
歴
史
的
な
背
景
や
、
（
２
）
漱
石
の
理
論
の
中
で
果
た
す
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
を
解
明
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
作
業
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
も
ま
た
以
上
の
前
提
に
立
ち
、
漱
石
の
理
論
に
占
め
る
「
趣
味
」
概
念
の
意
義
を
考
察
し
た
い
。
そ
の
試
み
を
通
じ
て
本
稿
は
、
最
終
的
に
は
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
す
る
。
た
だ
し
「
趣
味
」
は
漱
石
の
文
学
理
論
の
み
が
特
殊
に
使
用
す
る
用
語
で
は
な
い
。
後
に
確
認
す
る
通
り
、
こ
の
語
は
、
明
治
初
期
に
西
欧
の
《taste
》
概
念
に
遭
遇
す
る
こ
と
で
新
し
い
意
味
が
付
与
さ
れ
た
翻
訳
語
的
な
語
彙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
趣
味
」
は
、
明
治
四
〇
年
前
後
に
は
文
芸
の
領
域
で
広
く
用
い
ら
れ
る
一
種
の
流
行
語
と
も
な
っ
て
い
く
。
漱
石
の
「
趣
味
」
概
念
の
固
有
の
様
相
も
、
明
治
期
の
「
趣
味
」
概
念
が
孕
む
多
層
な
意
味
と
の
相
関
と
比
較
の
中
で
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
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な
ろ
う
。
そ
の
た
め
本
稿
は
、
明
治
初
期
の
「
趣
味
」
概
念
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
し
よ
う
。
一
明
治
初
期
の
《m
oralphilosophy
》
に
お
け
る
「
趣
味
」
「
趣
味
」
は
、
明
治
期
に
西
欧
の
《taste
》
概
念
と
接
触
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
従
来
の
「
お
も
む
き
」
や
「
感
興
」
「
興
趣
」
と
い
っ
た
漢
語
的
な
意
味
が
拡
張
さ
れ
、
新
し
い
言
葉
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。
近
代
デ
ザ
イ
ン
史
研
究
の
神
野
由
紀
は
、
明
治
四
〇
年
頃
に
「
趣
味
」
に
西
洋
語
の
《taste
》
の
意
味
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
結
果
、
「
美
的
感
覚
と
い
う
よ
う
な
高
次
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
日
常
に
お
け
る
も
の
好
き
嫌
い
と
い
っ
た
、
極
め
て
表
層
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
、
様
々
に
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
、
「
趣
味
」
概
念
が
明
治
期
に
再
編
さ
れ
、
多
様
な
意
味
を
（
３
）
含
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
神
野
の
こ
の
見
解
に
は
修
正
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
神
野
が
指
摘
す
る
通
り
、
一
般
的
な
語
彙
と
し
て
「
趣
味
」
が
定
着
す
る
の
は
明
治
四
〇
年
前
後
だ
と
言
え
る
が
、
し
か
し
「
お
も
む
き
」
や
「
感
興
」
「
興
趣
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
従
来
の
「
趣
味
」
に
、
西
洋
の
《taste
》
概
念
に
由
来
す
る
美
的
な
判
断
能
力
と
い
う
意
味
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
〇
年
頃
で
は
な
く
、
明
治
初
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
明
治
初
期
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
「
趣
味
」
＝
《taste
》
が
含
意
す
る
美
的
な
判
断
能
力
は
「
個
人
の
美
的
感
覚
」
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
に
備
わ
る
普
遍
的
な
能
力
と
し
て
も
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
神
野
も
言
及
す
る
、
石
井
研
堂
『
改
訂
増
補
明
治
事
物
起
原
』
（
春
陽
堂
、
一
九
四
年
一
～
一
二
月
）
は
「
趣
味
の
熟
字
」
の
項
で
、
明
治
期
に
お
け
る
「
趣
味
」
の
用
例
を
拾
い
上
げ
て
い
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
書
物
で
研
堂
は
、
最
初
期
の
「
趣
味
」
の
用
法
と
し
て
、
明
治
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
箕
作
麟
祥
纂
訳
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
（
中
外
堂
）
の
一
節
を
例
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
４
）
こ
の
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
に
お
け
る
《taste
》
の
議
論
を
確
認
し
整
理
す
る
こ
と
は
、
最
初
期
の
《taste
》
概
念
の
受
容
を
考
察
す
る
上
で
も
、
ま
た
、
漱
石
の
「
趣
味
」
概
念
を
検
討
す
る
上
で
も
、
有
効
な
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
洋
学
者
・
法
学
者
の
箕
作
麟
祥
（
一
八
四
六
～
一
八
九
七
）
は
、
明
治
初
期
に
相
次
い
で
三
種
の
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
を
訳
述
し
、
刊
行
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
（
明
治
六
年
。
以
下
、
本
稿
で
は
主
に
「
前
篇
」
と
呼
ぶ
）
、
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
（
明
治
六
年
～
八
年
。
以
下
「
後
編
」
）
、
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
続
篇
国
政
論
』
（
明
治
七
年
。
以
下
「
国
政
論
」
）
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
書
物
は
同
一
の
書
名
を
冠
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
原
書
は
元
来
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
著
述
家
が
著
し
た
全
く
異
な
る
著
作
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
抄
訳
が
統
一
的
な
題
名
で
刊
行
さ
れ
た
の
も
、
麟
祥
に
は
西
洋
の
「
勧
善
訓
蒙
」
す
な
わ
ち
《m
oral
philosophy
》
や
《m
oral
science
》
を
概
説
し
、
日
本
に
体
系
的
に
紹
介
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
め
だ
ろ
う
。
特
に
「
前
篇
」
は
明
治
五
年
の
「
学
制
」
頒
布
直
後
に
布
達
さ
れ
た
「
小
学
教
則
」
に
よ
っ
て
西
洋
道
徳
を
教
授
す
る
翻
訳
教
科
書
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
教
育
思
想
研
究
や
修
身
・
国
語
な
ど
の
教
材
研
究
の
領
域
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
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「
前
篇
」
は
、
当
時
の
開
明
的
な
名
古
屋
藩
主
の
発
案
に
基
づ
き
刊
行
さ
れ
、
名
古
屋
の
諸
学
校
で
採
用
さ
れ
た
後
に
、
修
身
口
授
の
教
科
書
と
し
て
、
全
国
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
慶
応
三
年
に
生
ま
れ
（
５
）
た
漱
石
や
正
岡
子
規
ら
の
世
代
は
、
ま
さ
に
こ
の
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
前
篇
を
教
科
書
と
し
て
学
ん
だ
世
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
６
）
さ
て
石
井
研
堂
が
「
趣
味
」
の
初
期
の
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
た
の
は
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
後
編
」
は
麟
祥
の
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
意
図
を
以
て
刊
行
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
前
篇
」
は
「
児
童
教
喩
」
を
目
的
と
し
、
理
解
し
易
さ
を
主
意
と
し
た
た
め
深
い
内
容
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
「
後
編
」
で
は
「
ウ
ヰ
ン
ス
ロ
ウ
」
の
「
モ
ラ
ル
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
の
適
訳
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
他
の
書
物
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
「
高
妙
ノ
論
ニ
渉
ル
者
ヲ
採
輯
」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
麟
祥
の
「
緒
言
」
の
通
り
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
はH
ubbard
W
inslow
,Elem
ents
ofM
oralPhilosophy:Analytical,Synthetical,
and
Practical
の
第
六
版
（
一
八
六
年
）
を
基
本
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
ハ
バ
ー
ド
・
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ
（
一
七
九
～
一
八
六
四
）
は
、
ア
メ
リ
カ
出
身
の
聖
職
者
で
あ
り
、
こ
のM
oral
Philosophy
の
他
に
も
IntellectualPhilosophy:Analytical,Syntheticaland
Practical
と
い
っ
た
哲
学
の
書
物
や
、
さ
ら
に
説
教
集
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
に
関
す
る
著
書
を
刊
行
し
た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
原
書
の
序
文
で
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ
が
、
倫
理
学
（m
oral
science
）
が
ど
の
よ
う
な
哲
学
を
説
こ
う
と
、
そ
の
内
容
が
正
し
け
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
と
調
和
す
る
は
ず
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
こ
のM
oral
Philosophy
は
キ
リ
ス
ト
教
の
観
点
か
ら
道
徳
の
問
題
を
論
じ
た
著
作
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
趣
味
」
の
問
題
は
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
で
は
、
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
で
は
、
後
に
検
討
す
る
漱
石
の
「
趣
味
」
概
念
と
の
関
連
か
ら
、
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
「
趣
味
」
は
「
本
心
」
（conscience
、
良
心
）
と
も
に
人
間
に
与
え
ら
れ
た
「
有
理
ノ
感
」
（rational
susceptibility
、
合
理
的
な
感
情
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
本
心
」
が
「
正
邪
を
弁
ず
る
有
理
の
感
」
で
あ
る
の
に
対
し
「
趣
味
」
は
「
美
醜
を
弁
ず
る
有
理
の
感
」
な
の
で
あ
る
。
「
本
心
」
と
「
趣
味
」
が
と
も
に
「
有
理
ノ
感
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
理
由
は
「
正
邪
」
（
善
悪
）
を
判
断
す
る
「
本
心
」
も
、
「
美
醜
」
を
判
断
す
る
「
趣
味
」
も
、
合
理
的
な
判
断
能
力
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
が
と
も
に
合
理
的
な
判
断
能
力
で
あ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
「
上
帝
の
性
」
（the
nature
ofG
od
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
美
醜
」
を
判
断
す
る
「
趣
味
」
の
能
力
が
神
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
美
醜
」
に
対
す
る
判
断
基
準
（
「
標
的
」
、the
standard
）
が
様
々
に
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
一
体
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
で
論
じ
ら
れ
る
「
趣
味
」
概
念
に
関
し
本
稿
が
着
目
し
て
お
き
た
い
第
二
の
点
で
あ
る
。
「
後
編
」
は
次
の
通
り
論
じ
て
い
る
。
吾
人
ノ
心
中
ニ
ハ
其
固
有
ナ
ル
審
美
ノ
標
的
ナ
シ
ト
為
ス
可
キ
ヤ
答
ヘ
テ
曰
く
然
ラ
ス
吾
人
ノ
心
中
ニ
其
標
的
ア
リ
ト
為
ス
可
キ
ハ
猶
人
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ニ
識
善
ノ
標
的
ア
リ
ト
為
ス
可
キ
カ
如
ク
而
テ
人
ノ
心
ノ
生
レ
得
テ
自
カ
ラ
審
美
ノ
原
理
ヲ
識
ル
ハ
猶
義
務
ノ
原
理
ヲ
識
ル
ニ
同
シ
ク
且
ツ
其
原
理
ハ
造
物
主
ノ
意
ニ
囙
リ
以
テ
人
ノ
心
中
ニ
編
入
セ
シ
如
ク
一
次
之
ヲ
発
ス
レ
ハ
自
カ
ラ
識
認
ス
ル
ヲ
得
可
キ
者
タ
リ
（
７
）
人
間
に
は
生
来
的
に
「
造
物
主
ノ
意
」
に
基
づ
い
て
「
審
美
ノ
原
理
」
（the
principles
ofbeauty
）
が
備
わ
っ
て
い
る
。
一
見
「
美
醜
」
に
対
す
る
判
断
基
準
（
「
標
的
」
）
が
、
民
族
や
人
種
に
応
じ
て
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
「
趣
味
」
を
「
教
化
」
（cultivate,
educate,
enlighten
）
す
る
程
度
に
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
野
蕃
」
の
「
趣
味
」
を
「
教
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
開
明
人
」
の
「
趣
味
」
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
に
西
洋
の
《m
oral
philosophy
》
に
お
け
る
《taste
》
概
念
の
受
容
を
通
じ
て
再
編
さ
れ
た
「
趣
味
」
は
「
美
醜
」
を
判
断
す
る
原
理
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
原
理
は
神
に
よ
っ
て
人
間
の
本
来
的
な
能
力
と
し
て
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
「
趣
味
」
に
拠
る
美
的
判
断
は
「
教
化
」
を
通
じ
て
普
遍
に
至
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。こ
の
「
趣
味
」
判
断
の
普
遍
性
と
い
う
主
張
は
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
と
対
比
す
る
上
で
重
要
な
論
点
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
漱
石
の
理
論
で
は
「
趣
味
」
は
む
し
ろ
普
遍
に
抵
抗
す
る
原
理
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
漱
石
と
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ
の
「
趣
味
」
論
の
差
異
は
、
後
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
二
「
味
ふ
力
」
と
し
て
の
「
趣
味
」
で
は
漱
石
の
文
学
理
論
の
中
で
「
趣
味
」
概
念
に
は
ど
の
よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
漱
石
は
多
様
な
文
脈
で
多
義
的
に
「
趣
味
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
重
要
な
の
は
「
趣
味
」
が
漱
石
（
８
）
の
理
論
の
中
で
担
っ
て
い
る
機
能
に
即
し
て
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
次
に
掲
げ
る
二
つ
の
引
用
は
、
漱
石
の
「
趣
味
」
概
念
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
（
前
略
）
余
の
学
力
は
之
を
過
去
に
徴
し
て
、
是
よ
り
以
後
左
程
上
達
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。
学
力
の
上
達
せ
ぬ
以
上
は
学
力
以
外
に
之
を
味
ふ
力
を
養
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
而
し
て
か
ゝ
る
方
法
は
遂
に
余
の
発
見
し
得
ざ
る
所
な
り
。
翻
つ
て
思
ふ
に
余
は
漢
籍
に
於
て
左
程
根
底
あ
る
学
力
あ
る
に
あ
ら
ず
、
然
も
余
は
充
分
之
を
味
ひ
得
る
も
の
と
自
信
す
。
余
が
英
語
に
於
け
る
知
識
は
無
論
深
し
と
云
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
、
漢
籍
に
於
け
る
そ
れ
に
劣
れ
り
と
は
思
は
ず
。
学
力
は
同
程
度
と
し
て
好
悪
の
か
く
迄
に
岐
か
る
ゝ
は
両
者
の
性
質
の
そ
れ
程
に
異
な
る
が
為
め
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
換
言
す
れ
ば
漢
学
に
所
謂
文
学
と
英
語
に
所
謂
文
学
と
は
到
底
同
定
義
の
下
に
一
括
し
得
べ
か
ら
ざ
る
異
種
類
の
も
の
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
（
９
）
（
前
略
）
知
を
働
か
す
人
は
、
物
の
関
係
を
明
め
る
人
で
俗
に
之
を
哲
学
者
も
し
く
は
科
学
者
と
云
ひ
ま
す
。
情
を
働
か
す
人
は
、
物
の
関
係
を
味
は
ふ
人
で
俗
に
之
を
文
学
者
も
し
く
は
芸
術
家
と
称
へ
ま
す
。
最
後
に
意
を
働
か
す
人
は
、
物
の
関
係
を
改
造
す
る
人
で
俗
に
之
を
軍
人
と
か
、
政
治
家
と
か
、
豆
腐
屋
と
か
、
大
工
と
か
号
し
て
居
ま
す
。
（
１
０
）
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最
初
の
文
章
は
『
文
学
論
』
「
序
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
序
文
で
漱
石
は
、
文
学
、
特
に
外
国
文
学
を
享
受
す
る
た
め
に
は
二
つ
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
学
力
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
味
ふ
力
」
で
あ
る
。
こ
の
「
学
力
」
は
、
読
み
・
書
く
能
力
、
す
な
わ
ち
、
リ
テ
ラ
シ
ー
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
漱
石
は
「
漢
籍
」
と
「
英
語
に
所
謂
文
学
」
に
つ
い
て
同
程
度
の
「
学
力
」
を
持
っ
て
い
る
と
自
認
し
な
が
ら
、
し
か
し
後
者
に
対
し
て
は
「
味
ふ
力
」
を
決
定
的
に
欠
落
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
払
拭
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
で
の
「
味
ふ
力
」
と
は
、
文
学
を
受
容
し
、
鑑
賞
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
能
力
や
感
受
性
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
二
つ
目
の
文
章
は
、
講
演
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
〇
年
五
月
四
日
～
六
月
四
日
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
漱
石
は
「
我
」
の
機
能
を
「
知
・
情
・
意
」
の
三
つ
に
区
分
し
た
上
で
、
特
に
「
物
の
関
係
を
味
は
ふ
人
」
、
つ
ま
り
「
情
」
に
関
わ
る
人
を
、
文
学
者
や
芸
術
家
と
呼
ぶ
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
で
は
「
味
ふ
力
」
は
、
文
学
の
創
作
の
基
盤
と
な
る
能
力
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
二
つ
の
引
用
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
漱
石
の
理
論
に
お
い
て
「
味
ふ
力
」
と
は
、
文
学
の
受
容
（
鑑
賞
）
と
創
作
（
創
造
）
の
両
面
に
関
わ
る
重
要
な
原
理
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
味
ふ
力
」
は
、
英
語
の
《taste
》
＝
「
趣
味
」
の
判
断
に
対
応
す
る
言
葉
に
他
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
西
洋
語
の
《taste
》
と
は
、
そ
も
そ
も
「
味
覚
」
と
「
趣
味
」
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
漱
石
の
（
１
）
理
論
の
中
核
に
は
文
学
の
受
容
と
創
作
の
両
面
に
関
わ
る
原
理
と
し
て
「
味
ふ
力
」
＝
「
趣
味
」
＝
《taste
》
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漱
石
が
文
学
の
原
理
と
し
て
「
趣
味
」
を
主
題
的
に
論
じ
る
の
は
『
文
学
評
論
』
（
春
陽
堂
、
明
治
四
二
年
三
月
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
第
四
編
ス
ヰ
フ
ト
と
厭
世
文
学
」
で
漱
石
は
「
趣
味
」
に
つ
い
て
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。
文
学
は
吾
人
の
趣
味
の
表
現
で
あ
る
。
即
ち
あ
る
意
味
に
於
て
、
テ
ー
ス
ト
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
吾
人
の
好
悪
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
凡
て
の
文
学
的
作
物
は
、
普
通
以
上
の
広
義
か
ら
見
て
の
訓
戒
を
読
者
に
与
へ
る
も
の
だ
と
云
ふ
事
丈
は
述
べ
て
置
い
た
。
此
広
義
に
解
釈
し
た
訓
戒
と
は
、
作
物
の
読
者
に
及
ぼ
す
活
き
た
影
響
の
事
で
、
此
活
き
た
影
響
が
作
物
か
ら
出
る
如
く
、
作
家
は
此
活
き
た
影
響
を
事
実
（
も
し
く
は
想
像
に
よ
つ
て
多
少
変
化
さ
れ
た
る
事
実
）
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
作
物
に
か
い
て
あ
る
事
は
、
事
実
も
し
く
は
想
像
に
よ
つ
て
多
少
変
化
さ
れ
た
る
事
実
だ
け
れ
ど
も
、
外
の
言
葉
で
云
へ
ば
、
作
家
が
自
然
か
ら
受
け
た
活
き
た
影
響
を
書
い
た
と
云
つ
て
も
差
支
な
い
。
此
活
き
た
影
響
と
は
、
有
機
的
に
吾
人
の
生
命
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
、
枯
死
、
孤
立
し
た
断
片
的
の
知
識
と
は
違
ふ
。
即
ち
未
来
の
行
為
言
動
を
幾
分
で
も
支
配
す
る
傾
向
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
是
が
趣
味
で
あ
る
。
テ
ー
ス
ト
（
１
２
）
漱
石
は
、
文
学
と
は
「
趣
味
」
つ
ま
り
「
好
悪
」
の
「
表
現
」
で
あ
る
と
言
う
。
「
趣
味
」
＝
「
好
悪
」
は
、
作
家
が
「
事
実
」
や
「
自
然
」
か
ら
受
け
た
「
活
き
た
影
響
」
で
あ
り
、
そ
の
「
影
響
」
は
「
有
機
的
」
に
作
家
の
「
生
命
の
一
部
を
構
成
」
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
生
命
の
一
部
」
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で
あ
る
「
趣
味
」
＝
「
好
悪
」
の
「
表
現
」
（expression
）
は
、
読
者
に
「
訓
戒
」
を
与
え
、
読
者
の
「
未
来
の
行
為
言
動
を
幾
分
で
も
支
配
す
る
」
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
漱
石
の
発
言
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
「
表
現
」（expression
）
と
し
て
の
文
学
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
文
学
を
「
表
現
」
（expression
）
と
し
て
規
定
す
る
見
方
は
『
文
学
評
論
』
「
第
一
編
序
言
」
に
お
い
て
、
す
で
に
次
の
通
り
提
示
さ
れ
て
い
た
。
（
前
略
）
吾
人
の
感
情
の
発
顕
と
見
傚
さ
れ
て
ゐ
る
文
学
、
又
吾
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
人
の
感
情
を
動
か
す
為
の
道
具
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
文
学
が
科
学
と
大
体
の
上
に
於
て
趣
を
異
に
し
て
居
る
の
は
勿
論
の
事
で
あ
る
。
（
１
３
）
（
前
略
）
文
学
と
い
ふ
も
の
は
製
作
上
か
ら
云
ふ
と
、
自
己
の
情
感
エ
モ
ー
シ
ヨ
ン
の
発
現
で
あ
つ
て
読
者
か
ら
云
へ
ば
著
者
の
情
感
を
伝
へ
ら
れ
エ
キ
ス
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
又
は
読
者
一
流
の
感
情
を
起
さ
せ
る
者
で
あ
る
（
後
略
）
。
（
１
４
）
こ
の
よ
う
に
『
文
学
評
論
』
の
「
序
言
」
で
は
、
文
学
は
作
者
の
「
感
情
」
や
「
情
感
」
の
「
表
現
」
（expression
）
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
表
現
」
（expression
）
と
い
う
語
句
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
文
学
の
定
義
に
共
通
し
て
現
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、
漱
石
は
、
作
者
の
「
感
情
の
発
顕
」
と
作
者
の
「
趣
味
の
表
現
」
と
を
等
し
く
「
文
学
」
と
見
な
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
漱
石
の
文
学
理
論
で
は
、
作
者
の
「
感
情
」
と
作
者
の
「
趣
味
」
と
が
等
価
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
う
構
図
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
漱
石
の
理
論
で
重
要
な
の
は
、
作
者
の
「
感
情
」
や
「
趣
味
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
読
者
の
「
感
情
」
や
「
趣
味
」
に
も
、
同
程
度
に
重
要
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
同
じ
く
『
文
学
評
論
』
の
発
言
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
漱
石
は
「
序
言
」
で
読
者
の
「
感
情
」
や
「
趣
味
」
を
原
理
と
す
る
批
評
論
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
１
５
）
こ
の
「
序
言
」
で
漱
石
は
、
批
評
の
態
度
を
「
鑑
賞
」
「
批
評
」
「
批
評
的
鑑
賞
」
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
批
評
の
中
で
も
漱
石
が
自
身
の
方
法
と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
「
批
評
的
鑑
賞
」
で
あ
る
。
「
批
評
的
鑑
賞
」
と
は
自
己
の
「
好
悪
」
や
「
感
情
」
「
趣
味
」
に
基
づ
い
て
作
品
を
判
断
し
評
価
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
自
己
の
「
好
悪
」
や
「
感
情
」
「
趣
味
」
の
理
由
を
「
科
学
的
」
に
分
析
し
批
評
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
批
評
的
鑑
賞
」
で
は
、
作
品
評
価
の
前
提
に
、
読
者
の
「
感
情
」
や
「
趣
味
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
漱
石
の
批
評
論
は
、
後
に
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
漱
石
は
、
文
学
を
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
を
原
理
と
し
て
、
二
つ
の
側
面
か
ら
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
作
者
の
創
作
の
面
で
は
、
文
学
は
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
「
表
現
」
で
あ
り
、
読
者
の
受
容
の
面
で
は
、
文
学
は
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
を
基
軸
に
作
品
を
判
断
し
、
批
評
す
る
営
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
漱
石
の
文
学
理
論
の
中
核
に
は
、
創
作
と
批
評
の
両
面
に
渡
っ
て
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
原
理
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
価
値
判
断
の
基
盤
と
し
て
の
「
感
情
」
確
認
し
て
来
た
通
り
、
漱
石
の
理
論
に
お
い
て
「
趣
味
」
と
「
感
情
」
と
が
等
し
い
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
趣
味
」
は
「
感
情
」
に
基
づ
く
価
値
判
断
（
「
好
悪
」
）
を
意
味
し
、
漱
石
の
文
学
概
念
は
「
感
情
」
を
基
盤
と
す
る
価
値
判
断
の
「
表
現
」
（expression
）
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
学
観
を
示
す
根
拠
と
し
て
、
さ
ら
に
明
治
四
〇
年
か
ら
四
一
年
頃
に
記
さ
れ
た
「
断
片
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
断
片
で
は
、
作
者
の
創
作
の
態
度
と
作
者
の
「
感
情
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
考
察
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
漱
石
の
文
学
概
念
を
検
討
す
る
上
で
示
唆
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
漱
石
は
ま
ず
「
吾
」
と
「
物
」
と
を
《representation
》
す
る
営
為
と
し
て
文
学
を
定
義
し
、
そ
の
《representation
》
の
方
法
に
は
《intellectual
attitude
》
と
《em
otional
attitude
》
の
二
つ
の
態
度
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
《intellectual
attitude
》
に
拠
る
《representation
》
は
「truth
ヲrepresent
シ
若
ク
ハ
発
揮
ス
ル
従
ツ
テscientific
ナattitude
ナ
文
芸
ト
ナ
ル
」
た
め
、
こ
の
態
度
に
基
づ
く
文
学
は
「life
ノ
真
相
ハ
コ
ン
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
教
ヘ
ル
」
。
そ
れ
に
対
し
《em
otional
attitude
》
に
拠
る
《representation
》
は
「poetical
ナ
attitude
ヨ
リ
成
ル
文
芸
ト
ナ
ル
」
。
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
《em
otional
attitude
》
が
産
み
出
す
文
学
の
特
徴
で
あ
る
。
美
ヲ
味
ヘ
ト
教
ヘ
ル
。
善
ニ
与
セ
ヨ
ト
教
ヘ
ル
。
壮
ヲ
行
ヘ
ト
教
ヘ
ル
。
作
家
ノem
otion
（
善
悪
美
醜
）
ヲ
写
ス
コ
ト
ガ
主
ト
ナ
ル
。
作
家
ガ
物
ヲ
見
テ
其
物
カ
ラ
受
ケ
タem
otion
ヲ
写
ス
。
物
其
物
ヲ
represent
ス
ル
ヨ
リ
モ
物
カ
ラ
生
ズ
ルsentim
ent
ヲ
写
ス
。
従
ツ
テsubjective
デ
ア
ル
。life
其
物
ノrepresentation
ヲ
主
ト
ス
ル
ヨ
リ
モlife
カ
ラ
得
タem
otion
即
チ
作
家
ニ
ヨ
ツ
テem
otionalise
サ
レ
タ
世
界
ヲ
写
ス
。
故
ニpartial
デ
ア
ル
之
ヲrom
antic
ト
云
フ（
此
二
者
ハ
カ
ウ
截
然
ト
ハ
区
別
出
来
ヌ
只
大
体
ノ
傾
向
ヲ
云
フ
）
×
ダ
カ
ラ
シ
テN
aturalism
ハ
只
物
ヲ
冷
静
ニ
写
シ
テ
其
冷
静
ニ
写
サ
レ
タ
事
物
カ
ラ
シ
テ
読
者
ガ
勝
手
ナem
otion
ヲ
得
ル
。
Rom
anticism
ハauthor
ノ
人
格
ニ
ヨ
リ
テem
otion
ヲ
附
加
シ
テ
読
者
ニauthor
一
流
ノem
otion
ヲ
強
ヒ
ル
。
（
１
６
）
漱
石
は
《em
otional
attitude
》
の
文
学
の
特
徴
は
、
作
者
が
「
物
」
か
ら
受
け
た
《em
otion
》
や
《sentim
ent
》
を
「
写
ス
」
こ
と
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
《intellectual
attitude
》
の
文
学
が
外
界
の
「
物
」
を
「
実
物
（life
）
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
《represent
》
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
《em
otional
attitude
》
の
文
学
は
「
物
」
に
対
す
る
作
者
の
《em
otion
》
を
「
写
ス
」
こ
と
を
本
質
と
す
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、
漱
石
が
作
者
の
《em
otion
》
を
「
善
悪
美
醜
」
と
言
い
換
え
て
い
る
点
に
注
目
す
れ
ば
《em
otion
》
と
は
「
善
悪
美
醜
」
の
価
値
判
断
と
密
接
に
関
わ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
《em
otional
attitude
》
を
志
向
す
る
作
者
は
「
世
界
」
や
「
物
」
を
《em
otionalise
》
し
て
把
握
し
、
そ
れ
ら
の
対
象
に
《em
otion
》
や
《sentim
ent
》
を
基
盤
と
す
る
独
自
の
- 8 -
価
値
判
断
を
与
え
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
態
度
で
写
し
出
さ
れ
た
「
世
界
」
は
作
者
独
自
の
《em
otion
》
が
強
く
投
影
さ
れ
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
漱
石
が
《em
otionalattitude
》
に
基
づ
く
文
学
は
「
物
」
を
《represent
》
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
繰
り
返
し
否
定
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
《em
otionalattitude
》
の
《representation
》
は
《intellectual
attitude
》
の
《representation
》
と
は
根
本
的
に
異
な
る
要
素
を
持
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
の
『
文
学
評
論
』
に
お
け
る
文
学
の
定
義
で
確
認
し
た
通
り
《expression
》
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
《em
otional
attitude
》
の
文
学
が
志
向
す
る
の
は
《represent
》
す
る
こ
と
・
再
び
提
示
す
る
こ
と
・
再
現
す
る
こ
と
で
は
な
く
《express
》
す
る
こ
と
・
内
に
あ
る
も
の
を
外
に
現
す
こ
と
・
表
現
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
漱
石
は
文
学
を
作
者
の
「
趣
味
」
や
「
感
情
」
の
《expression
》
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
た
。
そ
し
て
漱
石
は
《em
otion
》
を
「
善
悪
美
醜
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
確
認
す
る
な
ら
「
趣
味
」
の
《expression
》
で
あ
る
文
学
は
、
作
者
が
自
己
の
「
感
情
」
を
基
盤
に
「
善
悪
美
醜
」
な
ど
に
関
わ
る
固
有
の
価
値
判
断
を
《express
》
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
漱
石
は
、
こ
の
よ
う
に
「
感
情
」
を
基
盤
と
す
る
「
表
現
」
の
態
度
を
《rom
antic
》
と
総
括
し
「Rom
anticism
ハauthor
ノ
人
格
ニ
ヨ
リ
テem
otion
ヲ
附
加
シ
テ
読
者
ニauthor
一
流
ノem
otion
ヲ
強
ヒ
ル
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
が
こ
ま
で
論
じ
て
来
た
よ
う
な
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
「
表
現
」
と
し
て
の
文
学
と
い
う
見
方
が
、
最
も
直
接
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
作
品
は
「
野
分
」
（
『
ホ
ト
ギ
ス
』
明
治
四
〇
年
一
月
）
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
野
分
」
で
表
明
さ
れ
る
「
趣
味
」
論
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
漱
石
自
身
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
文
学
理
論
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
「
白
井
道
也
は
文
学
者
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
か
ら
は
じ
ま
る
「
野
分
」
に
お
い
て
道
也
は
、
芸
術
家
や
創
作
家
と
い
っ
た
意
味
で
の
「
文
学
者
」
で
は
な
い
。
し
か
し
道
也
は
、
価
値
観
＝
「
趣
味
」
の
審
判
者
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
紛
れ
も
な
い
「
文
学
者
」
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
道
也
が
「
解
脱
と
拘
泥
」
と
い
う
作
中
に
描
か
れ
た
評
論
に
お
い
て
、
次
の
通
り
「
趣
味
」
論
を
公
表
し
て
い
る
の
は
「
文
学
者
」
の
使
命
と
し
て
当
然
の
行
為
で
あ
っ
た
。
「
趣
味
は
人
間
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
楽
器
を
壊
つ
も
の
は
社
会
か
ら
音
楽
を
奪
ふ
点
に
於
て
罪
人
で
あ
る
。
書
物
を
焼
く
も
の
は
社
会
か
ら
学
問
を
奪
ふ
点
に
於
て
罪
人
で
あ
る
。
趣
味
を
崩
す
も
の
は
社
会
其
物
を
覆
へ
す
点
に
於
て
刑
法
の
罪
人
よ
り
も
甚
し
き
罪
人
で
あ
る
。
音
楽
は
な
く
と
も
吾
人
は
生
き
て
居
る
、
学
問
が
な
く
て
も
吾
人
は
い
き
て
居
る
、
趣
味
が
な
く
て
も
生
き
て
居
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
趣
味
は
生
活
の
全
体
に
渉
る
社
会
の
根
本
要
素
で
あ
る
。
之
れ
な
く
し
て
生
き
ん
と
す
る
は
野
に
入
つ
て
虎
と
共
に
生
き
ん
と
す
る
と
一
般
で
あ
る
。
「
こ
ゝ
に
一
人
が
あ
る
。
此
一
人
が
単
に
自
己
の
思
ふ
様
に
な
ら
ぬ
と
云
う
源
因
の
も
と
に
、
多
勢
が
朝
に
晩
に
、
此
一
人
を
突
つ
き
廻
は
し
て
、
幾
年
の
後
此
一
人
の
人
格
を
堕
落
せ
し
め
て
、
下
劣
な
る
趣
味
に
誘
ひ
去
り
た
る
時
、
彼
等
は
殺
人
よ
り
重
い
罪
を
犯
し
た
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の
で
あ
る
。
人
を
殺
せ
ば
殺
さ
れ
る
。
殺
さ
れ
た
も
の
は
社
会
か
ら
消
え
て
行
く
。
後
患
は
遺
さ
な
い
。
趣
味
の
堕
落
し
た
も
の
は
依
然
と
し
て
現
存
す
る
。
現
存
す
る
以
上
は
堕
落
し
た
趣
味
を
伝
染
せ
ね
ば
や
ま
ぬ
。
彼
は
ペ
ス
ト
で
あ
る
。
ペ
ス
ト
を
製
造
し
た
も
の
は
勿
論
罪
人
で
あ
る
。
（
１
７
）
こ
の
評
論
で
道
也
は
「
趣
味
」
を
二
重
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
一
つ
は
楽
器
や
書
物
な
ど
の
よ
う
な
《hobby
》
と
し
て
の
「
趣
味
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
生
活
の
全
体
に
渉
る
社
会
の
根
本
要
素
」
と
し
て
の
「
趣
味
」
つ
ま
り
本
稿
が
主
題
的
に
論
じ
て
き
た
価
値
判
断
と
し
て
の
《taste
》
で
あ
る
。
た
だ
し
道
也
の
評
論
で
は
両
者
が
未
分
化
の
ま
で
あ
り
、
議
論
が
進
行
す
る
に
連
れ
て
《hobby
》
と
し
て
の
「
趣
味
」
が
《taste
》
と
し
て
の
「
趣
味
」
に
接
続
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
道
也
の
評
論
で
は
「
趣
味
」
が
「
人
格
」
に
等
し
い
要
素
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
よ
う
。
道
也
の
議
論
の
文
脈
で
は
「
趣
味
」
と
は
「
人
格
」
の
具
象
化
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
人
格
」
に
関
す
る
同
時
代
言
説
を
も
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
『
高
等
小
学
校
読
本
』
で
は
「
感
情
の
修
練
は
人
格
修
養
の
要
件
に
し
て
、
処
世
上
最
も
緊
要
な
る
事
な
り
」
と
語
ら
れ
て
い
る
通
り
「
人
格
」
＝
「
感
情
」
＝
「
趣
味
」
（
１
８
）
と
い
う
等
号
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
上
で
道
也
の
「
趣
味
」
論
を
捉
え
返
せ
ば
「
堕
落
し
た
趣
味
を
伝
染
」
さ
せ
る
こ
と
が
「
人
格
を
堕
落
」
さ
せ
る
「
殺
人
よ
り
重
い
罪
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
逆
に
「
堕
落
し
た
趣
味
」
に
対
抗
し
、
高
潔
な
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
＝
「
人
格
」
を
社
会
に
「
伝
染
」
さ
せ
る
こ
と
が
「
文
学
者
」
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
道
也
の
「
趣
味
」
論
＝
「
人
格
」
論
が
、
明
治
時
代
末
に
隆
盛
し
た
「
修
養
系
人
格
論
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
道
也
の
「
趣
味
」
論
に
お
け
る
「
伝
播
と
「
伝
染
」
の
描
写
の
背
後
に
は
、
明
ら
か
に
同
時
代
の
人
格
論
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
感
化
」
の
概
念
が
前
提
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
（
１
９
）
し
か
も
道
也
の
「
趣
味
」
論
は
、
漱
石
の
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
の
結
論
と
も
正
確
に
呼
応
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
講
演
の
末
尾
で
漱
石
は
「
文
芸
家
の
精
神
気
魄
は
無
形
の
伝
染
に
よ
り
、
社
会
の
大
意
識
に
影
響
す
る
が
故
に
、
永
久
の
生
命
を
人
類
内
面
の
歴
史
中
に
得
て
、
茲
に
自
己
の
使
命
を
完
う
し
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
（
２
０
）
あ
る
。
「
文
芸
家
の
精
神
気
魄
」
の
「
無
形
の
伝
染
」
と
は
、
道
也
の
評
論
に
即
せ
ば
「
趣
味
」
＝
「
人
格
」
の
「
伝
染
」
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
講
演
「
創
作
家
の
態
度
」
（
『
ホ
ト
ギ
ス
』
明
治
四
一
年
四
月
）
で
も
漱
石
は
「
真
を
写
す
文
学
」
と
は
対
照
的
な
「
善
、
美
、
壮
を
叙
し
て
之
に
対
す
る
情
操
を
維
持
し
も
し
く
は
助
長
す
る
文
学
」
に
は
、
作
者
の
「
好
悪
」
や
「
評
価
」
が
自
ず
と
現
れ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
さ
ら
に
次
の
通
（
２
１
）
り
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
前
略
）
此
種
の
文
学
に
は
、
真
を
写
す
文
学
に
見
出
し
難
い
特
徴
が
出
て
参
り
ま
す
。
即
ち
作
物
を
通
じ
て
著
者
の
趣
味
を
洞
察
す
る
事
が
出
来
る
と
云
ふ
便
宜
で
あ
り
ま
す
。
も
し
我
々
の
趣
味
が
所
謂
人
格
の
大
部
を
構
成
す
る
も
の
と
見
傚
し
得
る
な
ら
ば
、
作
を
通
し
て
著
者
自
身
の
面
影
を
窺
が
う
事
が
出
来
る
と
云
つ
て
も
差
し
支
な
い
で
あ
り
ま
せ
う
。
そ
れ
で
著
者
の
趣
味
が
深
厚
博
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
深
厚
博
大
の
趣
味
が
あ
ら
は
れ
る
訳
に
な
り
ま
す
か
ら
、
え
- 10 -
ら
い
人
が
此
種
の
文
学
を
か
い
て
、
え
ら
い
人
の
人
格
に
感
化
を
受
け
た
い
と
云
ふ
人
が
出
て
来
て
、
双
方
が
ぴ
た
り
合
へ
ば
、
深
厚
博
大
の
趣
味
が
波
動
的
に
伝
つ
て
行
つ
て
、
一
篇
の
著
書
も
大
い
な
る
影
響
を
与
へ
る
事
が
出
来
ま
す
。
（
２
）
こ
の
箇
所
で
漱
石
は
「
情
操
」
の
文
学
に
は
、
作
者
の
価
値
観
と
し
て
「
趣
味
」
＝
「
人
格
」
が
自
ず
と
反
映
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
で
は
、
本
稿
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
来
た
よ
う
な
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
＝
「
人
格
」
の
文
学
観
が
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
道
也
の
「
趣
味
」
論
が
「
修
養
系
人
格
論
」
の
範
疇
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
全
く
同
型
の
構
造
を
持
つ
漱
石
自
身
の
文
学
理
論
も
ま
た
、
当
時
の
「
感
化
」
論
的
言
説
の
枠
内
に
収
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。確
か
に
漱
石
は
、
作
者
の
創
作
の
態
度
に
つ
い
て
論
じ
る
時
、
作
品
を
通
じ
て
作
者
の
「
精
神
気
魄
」
や
「
人
格
」
が
読
者
に
「
伝
染
」
し
、
読
者
を
「
感
化
」
す
る
点
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
先
に
『
文
学
評
論
』
に
お
け
る
文
学
の
定
義
を
確
認
し
た
通
り
、
漱
石
の
理
論
は
作
者
の
み
な
ら
ず
読
者
に
も
等
し
く
焦
点
を
当
て
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
読
者
の
問
題
に
改
め
て
注
目
す
る
時
、
「
感
化
」
論
的
な
思
考
の
枠
組
み
と
は
異
な
る
漱
石
の
理
論
の
固
有
性
と
可
能
性
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。四
批
評
の
「
標
準
」
と
し
て
の
「
感
情
」
す
で
に
確
認
し
た
通
り
、
漱
石
が
『
文
学
評
論
』
に
お
い
て
、
自
己
の
批
評
の
方
法
と
し
て
提
示
す
る
の
が
「
批
評
的
鑑
賞
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
批
評
的
鑑
賞
」
は
、
作
品
か
ら
喚
起
さ
れ
た
現
在
の
自
己
の
「
感
情
」
や
「
趣
味
」
を
批
評
の
出
発
点
に
置
く
方
法
で
あ
っ
た
。
改
め
て
「
批
評
的
鑑
賞
」
の
方
法
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
（
前
略
）
批
評
的
鑑
賞
と
云
ふ
態
度
は
何
処
へ
行
て
も
自
分
の
好
悪
を
離
れ
な
い
。
何
を
見
て
も
自
己
の
作
品
に
対
す
る
感
情
か
ら
出
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
其
標
準
は
何
時
で
も
己
れ
に
あ
る
。
又
現
在
の
己
れ
に
あ
る
。
此
現
在
の
嗜
好
上
の
標
準
で
以
て
歴
史
上
に
あ
ら
は
れ
た
作
物
を
批
評
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
即
ち
ど
こ
へ
行
て
も
自
己
が
現
在
得
た
趣
味
と
云
ふ
者
が
標
準
と
な
つ
て
這
入
り
込
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。
（
２
３
）
こ
の
よ
う
に
漱
石
は
「
批
評
的
鑑
賞
」
は
、
現
在
の
自
己
の
「
感
情
」
＝
「
趣
味
」
を
批
評
の
「
標
準
」
に
据
え
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
批
評
的
鑑
賞
」
の
「
標
準
」
と
な
る
「
趣
味
」
に
関
し
て
重
要
な
点
は
、
漱
石
は
「
趣
味
の
全
部
に
渉
つ
て
普
遍
性
が
あ
る
と
云
ふ
の
は
愚
昧
な
人
の
考
で
あ
る
」
、
「
趣
味
と
云
ふ
者
は
一
部
分
は
普
（
２
４
）
遍
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
全
体
か
ら
云
ふ
と
、
地
方
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
ロ
ー
カ
ル
（
２
５
）
述
べ
「
趣
味
」
の
「
地
方
」
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
「
人
間
と
云
ふ
点
に
於
て
古
今
東
西
皆
一
致
し
て
居
る
」
た
め
（
２
６
）
「
趣
味
」
も
一
部
の
点
で
は
「
普
遍
性
」
を
持
ち
得
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
世
界
の
交
通
」
が
発
達
し
人
間
の
交
流
が
盛
ん
に
な
れ
ば
「
趣
味
」
も
統
合
さ
れ
る
方
向
へ
近
付
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
「
趣
味
」
は
「
其
社
会
に
固
有
な
る
歴
史
、
社
会
的
伝
説
、
特
別
な
る
制
度
、
風
俗
に
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関
し
て
出
来
上
つ
た
者
で
あ
る
」
た
め
「
地
方
」
性
を
保
持
し
続
け
る
の
（
２
７
）
で
あ
る
。
こ
の
通
り
漱
石
は
、
読
者
の
受
容
や
鑑
賞
に
関
わ
る
議
論
で
は
、
読
者
の
現
在
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
を
批
評
の
出
発
点
に
据
え
た
上
で
、
さ
ら
に
「
趣
味
」
の
「
地
方
」
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
評
観
に
立
て
ば
「
批
評
的
鑑
賞
」
で
は
、
読
者
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
と
作
者
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
と
は
、
単
純
に
は
相
容
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
読
者
も
作
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
を
所
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
批
評
的
鑑
賞
」
は
、
「
読
者
一
流
の
感
情
」
が
「
作
者
一
流
ノ
感
情
」
と
拮
抗
し
、
鬩
ぎ
合
う
地
点
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
り
、
「
批
評
的
鑑
賞
」
を
実
践
す
る
読
者
は
「
作
者
一
流
ノ
感
情
」
に
容
易
に
は
「
感
化
」
さ
れ
得
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
趣
味
」
の
「
地
方
」
性
や
個
別
性
・
多
様
性
を
重
視
す
る
漱
石
の
批
評
論
は
「
感
化
」
論
で
は
捉
え
切
れ
な
い
余
剰
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
で
以
上
の
よ
う
な
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
を
「
標
準
」
と
す
る
漱
石
の
批
評
論
の
特
徴
に
つ
い
て
、
日
本
と
西
洋
の
批
評
論
と
の
対
照
か
ら
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
点
目
と
し
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
日
本
の
批
評
論
と
の
接
点
と
差
異
で
あ
る
。
正
岡
子
規
は
早
く
に
「
俳
諧
大
要
」
（
『
日
本
』
明
治
二
八
年
一
〇
月
二
日
）
の
第
一
回
「
俳
句
の
標
準
」
に
お
い
て
「
美
の
標
準
」
を
「
感
情
」
に
置
く
批
評
を
提
唱
し
て
い
た
。
子
規
は
「
俳
句
は
文
学
の
一
部
な
り
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
故
に
美
の
標
準
は
文
学
の
標
準
な
り
」
と
規
定
し
た
上
で
「
美
の
標
準
は
各
個
の
感
情
に
存
す
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
子
規
の
「
美
の
（
２
８
）
標
準
」
論
は
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
に
お
け
る
「
普
遍
性
」
と
「
地
方
性
」
の
問
題
を
も
先
取
り
し
て
い
る
。
子
規
は
先
の
引
用
に
直
ぐ
続
け
て
「
先
天
的
に
存
在
す
る
美
の
標
準
な
る
も
の
有
る
無
し
若
し
先
天
的
に
存
在
す
る
美
の
標
準
（
或
は
正
鵠
を
得
た
る
美
の
標
準
）
あ
り
と
す
る
も
其
標
準
の
如
何
は
知
る
べ
か
ら
ず
」
と
（
２
９
）
主
張
し
、
普
遍
的
な
「
美
の
標
準
」
を
否
定
す
る
。
そ
の
上
で
子
規
が
普
遍
的
な
「
美
の
標
準
」
に
代
え
て
措
定
す
る
の
は
「
概
括
的
美
の
標
準
」
で
あ
る
。
こ
の
「
概
括
的
美
の
標
準
」
と
は
、
各
個
人
の
「
美
の
標
準
」
が
細
部
で
異
な
っ
て
い
て
も
、
大
局
的
に
は
「
同
一
方
向
に
進
む
」
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
て
い
る
。
以
上
の
子
規
の
議
論
は
、
文
学
の
評
価
の
基
準
を
「
感
情
」
に
置
く
点
、
さ
ら
に
「
先
天
的
」
（
普
遍
的
）
な
価
値
の
存
在
を
否
定
す
る
点
に
お
い
て
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
と
前
提
を
共
有
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
子
規
は
「
標
準
」
が
漸
近
的
に
一
致
す
る
こ
と
を
事
実
と
し
て
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
は
、
よ
り
個
別
的
な
側
面
（
「
地
方
性
」
）
が
強
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
第
二
点
目
と
し
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
は
、
西
洋
の
芸
術
論
な
ど
と
対
照
的
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
稿
の
冒
頭
で
検
討
し
た
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ
は
「
趣
味
」
の
「
標
的
」
（
普
遍
性
）
を
主
張
し
「
野
蕃
」
の
「
趣
味
」
も
「
教
化
」
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
開
明
」
の
「
趣
味
」
に
近
付
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
と
比
較
す
れ
ば
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
が
単
線
的
で
同
質
な
「
趣
味
」
の
進
化
や
発
達
に
抵
抗
し
、
否
定
す
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
よ
り
際
立
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸
術
と
は
な
に
か
（W
hat
is
Art?
）
』
（
英
訳
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一
八
九
三
）
に
対
す
る
漱
石
の
批
判
も
「
趣
味
」
＝
「
感
情
」
の
「
地
方
」
性
を
重
視
す
る
漱
石
の
立
場
の
現
れ
と
見
な
せ
よ
う
。
（
３
０
）
漱
石
は
芸
術
の
役
割
を
「
感
情
」
の
「
感
染
（contagion
）
」
に
認
め
る
点
で
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
の
前
提
に
同
意
し
て
い
る
。
し
か
し
漱
石
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
を
最
終
的
に
は
一
意
的
な
《universal
》
を
志
向
す
る
理
論
と
し
て
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。
（
３
１
）
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
の
特
徴
は
、
芸
術
を
媒
介
と
し
た
「
感
情
感
染
」
の
目
的
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
を
伝
播
す
る
こ
と
で
人
々
の
「
感
情
」
を
統
合
し
民
衆
を
糾
合
す
る
こ
と
に
あ
る
と
主
張
す
る
点
に
あ
る
。
漱
石
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
を
、
個
人
が
等
質
な
価
値
観
に
同
一
化
す
る
こ
と
を
理
想
と
見
な
す
思
想
と
捉
え
、
激
し
く
反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ノ
ー
ト
「Taste,Custom
,etc.
」
の
次
の
記
述
も
確
認
し
よ
う
。
taste
ハhom
ogeneous
トheterogeneous
ニ
入
リ
次
第
ニ
differentiate
ス
是
開
化
ナ
リ
開
化
ナ
リ
ト
ハtaste
ノ
領
分
ガ
漸
々
拡
大
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
云
フ
ナ
リ
（
３
２
）
是taste
ノdifferentiation
ハidea
ノdifferentiation
ニ
帰
ス
idea
ノdif
ハintellectualand
m
oraldifferentiation
ニ
帰
ス
．
此dif
ハindividualfreedom
ニ
帰
着
スetc.freedom
ハ
乱
雑
ヲ
意
味
ス
同
時
ニ
変
化
ヲ
意
味
シ
複
雑
ヲ
意
味
ス
人
生
ノ
幅
広
キ
コ
ト
ヲ
意
味
ス
．
是
ヲ
開
化
ノ
大
勢
ト
云
フ
（
３
）
漱
石
は
、
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ
や
ト
ル
ス
ト
イ
の
主
張
と
は
異
な
り
、
唯
一
の
絶
対
的
な
価
値
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
「
趣
味
」
の
進
化
や
発
達
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
漱
石
は
、
そ
の
よ
う
な
見
解
と
は
反
対
に
《individual
freedom
》
に
由
来
す
る
多
様
な
価
値
観
が
《differentiation
》
し
、
複
雑
化
し
な
が
ら
、
そ
の
領
域
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
「
趣
味
」
の
「
開
化
」
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
通
り
、
同
時
代
日
本
の
批
評
論
や
、
西
洋
の
芸
術
論
と
比
較
す
る
と
き
、
漱
石
の
「
趣
味
」
論
は
、
個
人
を
重
視
す
る
《individual
》
な
傾
向
の
強
い
こ
と
が
一
層
明
瞭
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
趣
味
」
の
観
点
か
ら
捉
え
る
な
ら
ば
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
の
立
場
は
、
個
人
の
個
別
的
な
「
感
情
」
に
価
値
を
置
く
点
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
―
「
趣
味
の
世
紀
」
と
今
後
の
課
題
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
は
「
趣
味
」
を
原
理
と
し
て
二
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
一
方
は
「
趣
味
」
の
「
表
現
」
と
し
て
作
者
＝
創
作
の
面
に
関
わ
り
、
他
方
は
「
趣
味
」
を
「
標
準
」
と
す
る
批
評
の
営
み
と
し
て
読
者
＝
受
容
の
面
に
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
趣
味
」
と
は
、
個
人
の
「
感
情
」
を
基
盤
と
す
る
価
値
判
断
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
西
洋
の
一
八
世
紀
は
「
趣
味
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
「
趣
味
（taste
）
」
の
概
念
を
用
い
て
、
美
的
経
験
と
（
３
４
）
そ
の
経
験
を
も
た
ら
す
対
象
と
の
関
係
を
理
論
化
す
る
営
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
趣
味
」
の
理
論
化
を
試
み
た
哲
学
者
・
思
想
家
と
し
て
、
英
語
圏
で
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ソ
ン
（Francis
H
utcheson,
1694-1746
）
や
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
（D
avid
H
um
e,1711-1776
）
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な
ど
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（Im
m
anuel
K
ant,
1724-1804
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
「
趣
味
」
の
美
学
の
日
本
へ
の
移
入
に
関
わ
り
、
例
え
ば
、
哲
学
者
の
大
西
祝
（
一
八
六
四
～
一
九
〇
）
は
、
明
治
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
東
京
専
門
学
校
で
行
っ
た
講
義
に
基
づ
い
た
『
西
洋
哲
学
史
』
の
中
で
カ
ン
ト
の
「
審
美
論
」
の
要
点
を
解
説
し
て
い
る
。
大
西
は
「
観
美
上
」
の
「
快
味
」
（
「
趣
味
」
）
の
経
験
は
「
感
官
上
」
の
「
快
味
」
の
経
験
と
は
異
な
り
「
遍
通
性
」
が
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
根
拠
を
、
対
象
の
「
形
式
（Form
）
」
が
人
間
に
普
遍
的
に
備
わ
る
「
想
像
力
」
と
「
悟
性
」
の
働
き
に
適
合
す
る
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
大
西
は
、
カ
ン
ト
の
美
学
に
つ
い
て
「
形
式
的
に
し
て
且
つ
主
観
的
な
る
こ
と
遍
通
的
な
る
こ
と
を
相
離
れ
ざ
る
も
の
と
見
る
是
れ
カ
ン
ト
哲
学
の
全
体
に
通
じ
た
る
思
想
に
し
て
彼
れ
の
審
美
論
に
於
い
て
亦
其
の
根
柢
を
成
す
も
の
な
り
と
知
る
べ
し
」
と
指
摘
し
、
「
観
美
上
」
（
３
５
）
の
経
験
の
本
質
は
「
主
観
」
性
と
「
遍
通
」
性
と
が
一
致
す
る
点
に
あ
る
と
端
的
に
要
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
大
西
の
解
説
が
示
す
通
り
「
趣
味
」
を
原
理
と
す
る
西
洋
の
美
学
が
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
日
本
で
も
体
系
的
に
受
容
さ
れ
つ
あ
っ
た
。
漱
石
の
「
趣
味
」
の
「
文
学
の
哲
学
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
趣
味
」
の
美
学
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
連
絡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
漱
石
の
「
文
学
の
哲
学
」
を
解
明
す
る
上
で
、
さ
ら
な
る
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
《
注
》
（
１
）
拙
稿
「
〈
印
象
〉
・
〈
観
念
〉
・
〈
情
緒
〉
―
夏
目
漱
石
の
〈
文
学
の
哲
学
〉
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
二
五
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
。
（
２
）
漱
石
の
文
学
理
論
に
お
け
る
「
同
情
」
概
念
に
つ
い
て
、
拙
稿
「Sym
pathy
の
文
学
論
―
夏
目
漱
石
『
文
学
論
』
に
お
け
る
「
同
感
」
と
「
同
情
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
八
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
お
よ
び
「
夏
目
漱
石
・
島
村
抱
月
・
大
西
祝
に
お
け
る
「
同
情
」
の
文
学
論
―
一
八
世
紀
西
洋
道
徳
哲
学
の
《sym
pathy
》
を
視
座
と
し
て
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
九
六
、
二
〇
一
七
年
五
月
掲
載
予
定
）
を
参
照
。
「
感
情
」
と
「
感
染
」
「
投
出
」
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
〈
感
情
〉
の
文
学
論
―
Ｃ
・
Ｔ
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
『
文
芸
批
評
論
』
と
レ
オ
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸
術
と
は
な
に
か
』
を
視
座
と
し
て
」
（
『
比
較
文
学
』
五
七
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
お
よ
び
、
「
夏
目
漱
石
の
文
学
理
論
に
お
け
る
読
者
の
感
情
の
意
義
―
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
リ
ー
の
美
学
・
文
学
論
を
視
座
と
し
て
」
（
『
比
較
文
学
』
五
九
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
を
参
照
。
「
感
応
」
に
つ
い
て
、
「
感
応
」
と
し
て
の
文
学
―
漱
石
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
・
心
霊
主
義
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
二
六
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
を
参
照
。
（
３
）
神
野
由
紀
『
趣
味
の
誕
生
―
百
貨
店
が
つ
く
っ
た
テ
イ
ス
ト
』
勁
草
書
房
、
一
九
四
年
四
月
、
一
頁
。
（
４
）
研
堂
は
『
改
訂
増
補
明
治
事
物
起
原
』
の
「
趣
味
の
熟
字
」
の
項
目
で
、
最
初
期
の
「
趣
味
」
の
用
例
と
し
て
、
箕
作
麟
祥
纂
訳
『
勧
善
訓
蒙
続
編
』
第
八
を
挙
げ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
『
勧
善
訓
蒙
後
編
』
第
八
で
あ
る
。
（
５
）
宮
城
千
鶴
子
「
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
に
関
す
る
一
考
察
―
特
に
原
書
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」
（
『
日
本
の
教
育
史
学
―
教
育
史
学
会
紀
要
』
二
四
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
）
お
よ
び
、
佐
野
幹
「
明
治
四
年
、
メ
ロ
ス
型
ス
ト
ー
リ
ー
- 14 -
の
受
容
―
箕
作
麟
祥
訳
述
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
』
を
中
心
に
」
（
『
横
浜
国
大
国
語
研
究
』
三
二
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
参
照
。
（
６
）
国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
子
規
が
書
写
し
た
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
前
篇
』
上
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）
箕
作
麟
祥
訳
述
『
泰
西
勧
善
訓
蒙
後
編
』
巻
五
、
中
外
堂
、
明
治
八
年
、
九
丁
オ
モ
テ
～
ウ
ラ
。
（
８
）
福
井
慎
二
は
漱
石
の
「
趣
味
」
の
用
法
を
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
（
「
漱
石
『
文
学
論
』
へ
の
私
註
」
『
国
文
論
叢
』
二
一
、
一
九
四
年
三
月
）
。
（
９
）
『
漱
石
全
集
』
一
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
年
八
月
、
八
頁
。
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
年
四
月
、
八
頁
。
10
（
）
西
洋
語
の
「
趣
味
」
に
つ
い
て
、
佐
々
木
健
一
「
趣
味
」
（
『
美
学
辞
典
』
東
11
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
年
三
月
）
お
よ
び
、
小
田
部
胤
久
「
趣
味
の
基
準
―
ヒ
ュ
ー
ム
」
（
『
西
洋
美
学
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
九
年
五
月
）
を
参
照
。
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
年
六
月
、
二
三
六
～
七
頁
。
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
二
四
頁
。
13
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
二
五
頁
。
14
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
二
五
～
三
五
頁
。
15
12
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
年
一
月
、
三
六
二
～
三
頁
。
16
（
）
『
漱
石
全
集
』
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
年
二
月
、
三
六
～
七
頁
。
17
（
）
文
部
省
『
高
等
小
学
読
本
女
子
用
』
巻
三
、
日
本
書
籍
、
大
正
元
年
一
二
18
月
、
二
〇
～
一
頁
。
（
）
日
比
嘉
高
「
人
格
論
の
地
平
を
探
る
」
『
文
学
の
歴
史
を
ど
う
書
き
直
す
の
19
か
―
二
〇
世
紀
日
本
の
小
説
・
空
間
・
メ
デ
ィ
ア
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
一
月
、
一
七
頁
（
初
出
「
翻
訳
と
感
化
の
詩
学
―
「
野
分
」
の
人
格
論
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
六
（
一
）
、
二
〇
一
年
一
月
）
。
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
六
、
一
三
七
頁
。
20
10
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
六
、
二
九
～
三
〇
頁
。
21
10
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
六
、
二
三
〇
～
一
頁
。
22
10
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
三
四
～
五
頁
。
23
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
四
一
頁
。
24
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
五
〇
頁
。
25
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
四
二
頁
。
26
12
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
一
五
、
五
〇
頁
。
27
12
（
）
『
子
規
全
集
』
四
、
俳
論
俳
話
一
、
講
談
社
、
一
九
七
五
年
一
月
、
三
四
二
28
～
三
頁
。
（
）
前
掲
注
（
）
『
子
規
全
集
』
四
、
三
四
三
頁
。
29
28
（
）
漱
石
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
が
持
つ
《universal
》
な
側
面
を
強
く
批
判
30
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
注
（
１
）
拙
稿
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
〈
感
情
〉
の
文
学
論
―
Ｃ
・
Ｔ
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
『
文
芸
批
評
論
』
と
レ
オ
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸
術
と
は
な
に
か
』
を
視
座
と
し
て
」
で
論
じ
た
。
（
）
漱
石
は
「Taste,
Custom
,
etc.
」
と
題
し
た
「
ノ
ー
ト
」
に
「Tolstoi
モ
31
亦
universal
ナ
ル
者
ヲ
云
々
ス
ル
論
者
ナ
ラ
ン
」
と
記
し
て
い
る
（
『
漱
石
全
集
』
二
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
年
六
月
、
四
一
九
頁
）
。
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
二
一
、
四
一
九
頁
。
32
31
（
）
前
掲
注
（
）
『
漱
石
全
集
』
二
一
、
四
二
〇
頁
。
33
31
（
）G
eorge
D
ickie,The
Century
ofTaste:the
PhilosophicalOdyssey
of
34Taste
in
the
Eighteenth
Century
(O
xford
U
niversity
Press,1996).
（
）『
大
西
博
士
全
集
』
四
、
西
洋
哲
学
史
、
下
巻
、
警
醒
社
、
明
治
三
七
年
一
月
、
35
- 15 -
五
七
四
頁
。
＊
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
一
～
二
日
開
催
の
夏
目
漱
石
生
誕
１
５
０
周
年
・
二
松
學
舍
大
学
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
「
漢
文
脈
の
漱
石
」
（
二
松
學
舍
大
学
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
主
催
）
に
お
け
る
研
究
発
表
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
「
趣
味
」
―
価
値
判
断
の
基
テ
イ
ス
ト
準
と
し
て
の
感
情
」
に
基
づ
き
、
内
容
を
一
部
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
―
き
ど
う
ら
・
と
よ
か
ず
／
博
士
課
程
後
期
三
年
―
